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   In 27 cases of prostatic cancer, the histopathologic prostatic picture at the time of autopsy was 
compared with that in biopsy and that of metastatic lesions at autopsy. A change in the grade 
between in biopsy and in autopsy was confirmed in 4 cases (14.8%). A change in the grade between 
the prostate and metastatic lesion at the time of autopsy was confirmed in 3 cases (11.1%). The 
cases that had a change in the grade, had a common tendency: 1) being older, 2) having a longer 
clinical course than the no grade-change group, 3) changing to a higher grade.









対 象 と 方 法
対 象 は1975年11月よ り1985年4月ま でに 当 院 に て 剖
検 した 前 立腺 癌27例で あ る.病 理 学 的 診 断 は,27例 全
例が 腺 癌 で あ った.年 齢 は47歳 か ら82歳 までに 分布
し,平 均69.7歳であ った.初 診 時stageは,Aが1
1列(3.7%),Bカミ1イ列(3.7%),Cカミ2イ列(7.4%),
Dが23例(85.2%)であ った.
初 回 治療 は,内 分 泌療 法 を施 行 した もの が26例,前
立 腺 全摘 除 術 を 施 行 した もの が1例 であ る.ま た,治
療 効果 の不.卜分 な場 合 や 再 燃 時 に は,放 射 線療 法 や
5-FU,サ イ ク ロフ ォス フ ァマ イ ドな ど の化 学 療 法 を
追 加 してい る.死 因 は癌 死 が22例,尿 毒 症2例,心 疾
患2例,肝 性脳 症1例 であ った.
生 検 は す べ て初 回治 療 前 に 針 生検 で施 行 し,剖 検 の
組 織 所 見 と比 較 した.生 検 か ら剖検 ま で の期 間 は,最
短9ヵ 月,最 長8年 で あ り,平 均3年5ヵ 月 で あ っ
た.gradcは,WHOの 組 織 分 化型 分類 に 従 い1・2),





























で,平 均5年6カ 月,不 変 化 群 は9ヵ 月か ら6年7カ
月 で,平 均3年1カ 月 であ り,変 化 群 の ほ うが長 か っ
Tablel.剖検時 の 転移 部 位
A)直 接 浸 潤26例(96.3%)
B)遠 隔 転 移25例(92.6%)











Table2.Gradeの変 化 あ るい はgradeの相 違 を 認 め た6例 の
生 検 ・剖 検 時 の 原 発 巣,転 移 巣 のgrade,及び 治療
法,治 療 効 果,生 存 期 間.





2中 低 低 内分 泌(有 効)8年
放射 線(や 》有効)













高:高 分化 型、中:中 分化型 、低:低 分 化型腺癌 、
化療:化 学療 法
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Fig.1.症例2.生 検 時 は 中 分化 型 腺 癌 の所 見
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Fig.4.症例5.剖検時転移巣(肺)は 中分化型腺癌
の所見
線療 法,5-・FU,サイ ク ロフ ォス フ ァマ イ ド,pcpleo-
mycinなど の化 学療 法 を併 用 した.上 述 の治療 法 が
す べ て無 効 であ った ものは8例(29.6%)で あ り,そ
の平 均 生存 期 間 は1年8ヵ 月 であ った.上 述 の 治 療 法
の うち何 らか の治療 法 が有 効,あ るい はや や 有 効 で あ
った もの は19例(70.4%)であ り,平 均 生存 期 間 は4
年4ヵ 月 で あ った.ま た,grade変 化 群 と転 移 巣 と
のgradeの 相 違 を認 め る群 では,全 例 が いず れ か の
治療 法 に反 応 し て お り,そ の平 均 生 存 期 間 は5年4
ヵ月 で あ る の に 対 し,grade不変 化 群 と 転 移 巣 との
gradeの相 違 を認 め な い 群 の平 均 生 存 期 間 は2年11
ヵ月 であ り,両 群 の間 に は 有意 差 を 認 め た(P<0.05).
治療 法 が 有 効 あ る い はや や有 効 で あ った も の は,
grade変化 群 と転 移 巣 と のgradeの 相 違 を認 め た 群
では,内 分 泌 療 法3例,放 射 線 療 法4例,化 学 療 法1
例 で あ り,grade不変化 群 と転 移 巣 とのgradcの 相
違 を認 め な い 群 で は,内 分 泌療 法ll例,放 射線 療 法8
例,化 学 療 法2例 であ り,治 療 法 とgradeの 変 化 と
の関 係 は 特 に 認 め られ なか った,ま た,内 分 泌療 法,
化学 療 法 の投 薬 量 や,放 射 線 療 法 の線 量 及 び 治 療 後 剖
検 ま で の期 間 に つ い て も検 討 し た が,gradeの 変 化









剖検と見ていくことの で きる症例は少 な く,gradc
の変化に関す る報告も少な いため,gradeの変化に
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つ い て は不 確 定 であ る とす る報 告 が 多 い10・11).前立
腺 癌 の組 織 像 に は 多様 性 が あ り,同 じ腫瘍 塊 の中 に
gradeの異 な る ものが 混在 して い る場 合 が 多 い12)
特 に,針 生 検 では,腫 瘍組 織 の一 部 のみ しか 採取 で き
な い た め,異 な るgradcの 混 在 す る腫瘍 組 織 で は,
そ の一 部 しか 採 取 で きて い な い可 能 性 もあ る.
安藤 ら13)は,前立 腺 癌 剖検 例22例の検 討 で 生検 ・剖
検 間 のgradeの 変 化 を 認 め た もの は8例(36%),
原 発 巣 ・転移 巣間 でgradeの 相 違 が 認め られ た も の
は4例(18%)と 報告 して お り,わ れ われ の結 果 よ り
若 干 高頻 度 に 認 め られ て い る が,ほ ぼ 同 様 な傾 向 を示
して い る.ま た,原 発 巣 と リ ンパ節 転 移 巣 のgrade
の 比較 を生 存 時 に 行 な った報 告 が 幾 つ か あ る が,い ず
































剖検 時 のgradeの 変 化,原 発 巣 ・転 移 巣 間 のgradc
の相 違 に つ い て 検討 を 加 え た.
1)遠隔 転移 を 認 め た も の は25例(92,6%)であ り,
転 移 部 位 は リンパ 節 が最 も多 く2う例 全例 に 認 め,次 い
で 骨,肺 の 順に 多 か った.
2)生検,剖 検 時 にgradeの 変 化 が 認 め られ た もの
は4例(14.8%)で あ り,剖 検時 原発 巣 と 転 移 巣 の


















2)並 木 恒 夫:前 立 腺 癌 の 病 理 と 細 胞 診 一WHO分














6)黒 田 昌 男 ・三 木 恒 治 ・溝 原 久 和 ・宇 佐 美 道 之 ・中
村 隆 幸 ・古 武 敏 彦 ・石 黒 信 吾:前 立 腺 低 分 化 癌 の
治 療 成 緯 泌 尿 紀 要27.1317～1321,1981
7)BlackardCE:TheVetcransAdministration
CooperativcUrologicalResearchGroupstu一





















13)安 藤 研 ・丸 岡 正 幸 ・桝 鏡 年 清 ・島 崎 淳 ・松 寄
理:前 立 腺 癌 剖 検 例 の 病 理 組 織 学 的 検 討,日 泌 尿
会 誌74:989～993,1983
14)MurphyGPandWhitmoreWF;Areport
oftheworkshopsonthecurrentstatusof
thehistologicgradingofprostatecancer・
Canccr44:1490～1494,1979
15)MurphyGP,GaetaJF,PickrcnJandwajs-
manZlCurrentstatusofclassificationand
stagingofprostatecancer.Cancer45:1889
～ 正895,1980
(1985年9月4日 受 付)
